 (５)　都市魅力創造局　企画・観光課
目　　次
企画グループ
観光振興グループ
観光環境整備グループ
事務執行概要
企画グループ
１　府市による大阪府市都市魅力戦略推進会議の運営
府市共同設置の附属機関「大阪府市都市魅力戦略推進会議」において、令和３年３月に策定した「大阪都市魅力創造戦略2025」に基づく関連施策の進捗管理を行った。
　　（開催回数）
　　　　　大阪府市都市魅力戦略推進会議３回
	　
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	１，７６４千円
	１，７６４千円
	１，７６４千円


	決算額
	３９８千円
	１，０４２千円
	７５２千円


２　大阪都市魅力創造戦略調査検討支援事業
コロナ後の環境変化に対応し、大阪・関西万博の開催効果を活かした、新たな大阪の都市魅力の方向性を示す次期戦略の策定を行うための調査分析等を実施した。
	　
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	－
	－
	１４，８６０千円

	決算額
	－
	－
	１４，７９０千円


３　府内観光関連事業者への支援
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、府内観光関連事業者を支援することを目的に大阪市と共同で実施していた「‘日本中から’大阪いらっしゃいキャンペーン」等について、キャンペーン事務局の閉鎖業務を行った。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
（繰越額含む）
	４６，５３０，０９９千円
	９，１００，０００千円
	－

	決　算　額
	３５，９２９，５１０千円
	８，４９５，４９８千円
	－


４　【新規】ヨット及びクラシックカーを活用した機運醸成事業
万博の開幕を機に国内外から来阪する多くの方々に向けて、大阪の魅力発信や万博の機運醸成を図ること等を目的に、ヨット及びクラシックカーを活用したイベントの準備を行った。

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	－
	－
	８，２５６千円

	決　算　額
	－
	－
	８，１６６千円


観光振興グループ
１　観光振興事業
大阪観光局事業の推進
「大阪都市魅力創造戦略2025」に掲げる「魅力共創都市・大阪　～新たな時代を切り拓き、さらに前へ～」の実現に向け、（公財）大阪観光局とともに取組を進めた。府内の観光事業者と連携し、国内からの誘客に重点的に取り組むとともに、２０２５年大阪・関西万博等を見据えた観光誘客に向けて、準備を進めた。具体的には、府域の観光素材の磨き上げ等を通じた大阪のブランド化やマーケティングデータを活用した府内市町村との連携強化、海外プロモーション及び受け入れ体制の再構築など、戦略的に観光集客事業を展開した。
また、大阪観光局が観光地域づくり法人（ＤＭＯ）に登録されていることから、観光データの継続的な収集、マーケティングの強化など、「大阪版ＤＭＯ」としての機能強化を推進した。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	２６６，７５０千円
	２６２，１１２千円
	２６２，１１２千円

	決　算　額
	２６６，７５０千円
	２６２，１１２千円
	２６２，１１２千円


（大阪観光局事業評価指標）令和５年・令和６年目標と実績値
	
	令和５年
目標
	令和５年
(確定)
	令和６年
目標
	令和６年
（暫定）

	来阪外国人旅行者数
	1,300万人
	986万人
	1,400万人
	1,409万人

	来阪外国人延べ宿泊者数
	1,880万人
	1,876万人
	2,000万人
	2,534万人

	来阪日本人延べ宿泊者数
	3,000万人
	3,195万人
	3,300万人
	3,112万人

	国際会議・展示会誘致件数
	―

	22位
（21件）
	10位
（2027年まで）
	18位

（27件）



※国際会議・展示会誘致件数については、『大阪MICE誘致戦略』（2023.3大阪府・大阪市策定）に基づき、評価指標をアジア・大洋州地域のランキングに変更
２　関西国際空港における観光情報の提供等
関西国際空港内広域観光案内推進協議会の構成員として分担金を支出し、民間事業者が関西国際空港旅客ターミナルビル１Ｆ（国際線到着ロビー）に設置している関西ツーリストインフォメーションセンター関西国際空港において、観光情報の提供や収集等を実施した。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	８００千円
	８００千円
	８００千円

	決　算　額
	８００千円
	８００千円
	８００千円


構成団体　大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県、福井県、徳島県、鳥取県、
大阪市、京都市、神戸市、和歌山市、堺市
　　　　　（オブザーバー参加）三重県、奈良市
３　観光関連団体との連携
在阪府県協議会（昭和３８年設立）
在阪府県協議会に加入し、大阪における観光・物産斡旋業務等について、全国府県の在阪出先機関と連携を密にし、情報交換等を行うとともに共同事業を実施した。
	分　担　金
	令和４年度
	　　令和５年度
	　　令和６年度

	予　算　額
	１３０千円
	１３０千円
	１３０千円

	決　算　額
	１３０千円
	１３０千円
	１３０千円


４　旅行業の登録等
    第２種・第３種・地域限定旅行業者、旅行業者代理業者及び旅行サービス手配業者の登録等の事務を実施した。
旅行業者登録〔（　）内は旅行業者代理業で内数〕
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	区　　　分
	旅行業者等
	旅行ｻｰﾋﾞｽ手配業
	旅行業者等
	旅行ｻｰﾋﾞｽ手配業
	旅行業者等
	旅行ｻｰﾋﾞｽ手配業

	新規登録
	36
(1)
	42
	66
(3)
	103
	56

(3)
	121

	更新登録
	78
	
	132
	
	124
	

	変更登録
	1
	
	6
	
	4
	

	変更届
	102
(3)
	20
	125
(3)
	36
	106

(3)
	36

	登録抹消
	78
(12)
	5
	62
(3)
	18
	38

(3)
	13

	供託金取戻証明
	48
	
	30
	
	25
	

	年度末現在数
	693
(39)
	252
	702

(38)
	334
	679

(38)
	444


〔根拠法令：旅行業法〕
５　全国通訳案内士の登録申請の受付
観光庁において行われる全国通訳案内士試験の合格者が対象となる全国通訳案内士の登録申請等の受付事務を実施した。
※平成24年度より全国通訳案内士の登録は関西広域連合へ移管した。各構成府県は申請等の受付事務のみを実施し、関西広域連合より受託料収入を得ている。
全国通訳案内士登録申請等受付件数（大阪府における受付件数）
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	新規登録申請
	２６
	２９
	２５

	   変更届出
	８
	１
	４

	再交付申請
	１
	０
	１


〔根拠法令：通訳案内士法、関西広域連合規約〕
６　大阪府立国際会議場（グランキューブ大阪）の運営
（１）施設の設置目的
　　府民に開かれた国際交流の拠点として、学術、芸術及び産業の振興に資する集会及び催物の場を提供し、もって大阪の文化及び経済の発展に寄与する。
（２）施設概要
1 所在地　　大阪市北区中之島５丁目３番５１号
2 施設規模　　地下３階地上１３階建　Ｓ造（一部ＳＲＣ造）
3 主な施設内容　　メインホール、イベントホール、特別会議場、会議室（２５室）、　　　　　
プラザ、その他
（３）利用実績（平成１２年４月開業）
① 会議等開催件数（件）
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	国際会議（※）
	２４
	４７
	５３

	国内会議
	７４３
	５１８
	８１１

	展示会
	３２
	２３
	９０


	興行
	６４
	４８
	３３

	合計
	８６３
	６３６
	９８７


※日本政府観光局国際会議統計基準によりカウント
　１．主催者が国際機関・国際団体又は国家機関・国内団体（民間企業除く）
　２．参加者総数が50名以上
　３．参加国が日本を含む３居住国・地域以上
② 利用人数（千人）
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	来場者数
	６８２
	４９８
	８８２

	うち海外からの来場者
	４
	８
	19


3 施設利用率（％）
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	メインホール
	７３
	６２
	７６

	イベントホール
	７０
	７４
	８４

	１０階会議室
	６１
	６８
	７１

	全館平均
	５１
	５５
	５９


（４）大阪府立国際会議場の運営
大阪府立国際会議場条例（平成１１年大阪府条例第３号）第７条の規定により、同会議場の
指定管理者として、(株)大阪国際会議場が管理・運営を行った。
（指定期間：平成31年４月１日～令和11年３月31日）

７　大阪府立国際会議場基金等の管理運営
（１）大阪府立国際会議場基金【創設年月日　昭和39年４月１日（大阪府基金条例）】
　　　　大阪府基金条例（昭和39年大阪府条例第４号）に基づき大阪府立国際会議場の整備及び
健全な運営に資するため設置した大阪府立国際会議場基金の管理運営に努めた。
　　 　（平成23年４月１日「大阪府立国際会議場基金」に名称変更）
　　　○基金の造成・運用状況
	区　　分
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	積立額
	464,517千円
	464,249千円
	463,498千円

	うち基金運用収入額
	884千円
	1,504千円
	1,655千円

	取崩し額
	160,337千円
	2,852,038千円
	193,566千円

	基金総額
	3,897,975千円
	1,510,186千円
	1,780,118千円


（２）株式会社大阪国際会議場
①株主権行使の実績
　　　　　本府は、同社の半数の株式を保有しており、株主総会における議決権、利益配当請求権等株主としての諸権利を行使した。
　　　　株主総会には、次のとおり株主権を行使した。
	年　　月　　日
	名　　　称
	株主権行使者

	令和６年６月18日
	第７５回定時株主総会
	府民文化部副理事


②本府に対する配当
　　　　　第75期（令和５年４月１日～令和６年３月31日）決算においては、
１株あたり１０円の配当があった。
　配当金額　６００，０００株　×　１０円　＝　６，０００千円

８　ＭＩＣＥの誘致の促進
　（１）大阪ＭＩＣＥ誘致戦略に基づく取組
　　　　　世界水準のＭＩＣＥ都市の実現をめざし、大阪府・市が策定した「大阪ＭＩＣＥ誘致戦略」に基づき、官民一体となって取組を実施した。
（２）万博と連動した国際会議等誘致・開催支援事業
万博のインパクトを活かし、大阪が強みを有する重点分野の国際会議に対し、誘致・開催に係る経費の一部を助成した。（実績：６件）
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	―
	１０，５００千円
	１５，７５０千円

	決　算　額
	―
	８千円
	１，８０３千円


９　万博プラス関西観光事業
　関西観光本部が設置する「EXPO2025関西観光推進協議会」において、万博のテーマを踏まえた新しい旅行商品やコンテンツの造成を進め、大阪府はもとより、関西各地の特色や生活文化等の魅力を“KANSAI”として発信し、万博及び関西へ誘客を進める事業を実施した。

　　・事業期間：令和５年度～令和７年度（３ヶ年）
（１）EXPO関西旅行商品造成

関西観光を取り扱う旅行会社を幅広く募り、各社の主体的な旅行商品造成を促す施策を実施した。大阪府では、大阪観光局や市町村と連携し、令和５年度17件、令和６年度22件の観光コンテンツを開発した。
　　　
（２）リアルプロモーション
令和５年度に引き続き、大規模海外旅行博への出展及び海外メディアや海外エージェント等を対象としたファムトリップ、海外メディアや主要ターミナルにおけるプロモーションを実施した。
また、事務局が関西国際空港内に設置したPRブースにおいて、大阪魅力発信動画の放映を行うなどのプロモーションを行った。

（３）デジタルプロモーション
観光庁、日本政府観光局（JNTO）等と連携し、既成の旅行商品を含めEXPO関西旅行商品の販売を支援した。また、令和５年度に訪日客向けに制作した観光ＰＲ動画「犬鳴山修験者先達と回峰、瀧修行体験」の視聴促進に向けた広告プロモーションを行った。さらには、SNSを活用し、造成した旅行商品の情報発信を実施した。
（４）旅ナカ・安心サポート
総合的でわかりやすい観光情報や安心・安全情報の提供を行い、快適な関西観光を体験していただくことを目指し、デジタルマップの整備を実施した。大阪府では、柏原市「かしわらガイドマップ」を推薦し、デジタルマップの作成を行った。
（５）関西広域観光ゲートウェイ
来場者及び海外旅行検討層がワンストップで関西の観光情報を入手できるwebゲートウェイ構築や、関西MaaSとの連携、関係外部WebサイトとのAPI連携等の検討を行った。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	―
	５，０００千円
	５，０００千円

	決　算　額
	―
	５，０００千円
	５，０００千円


１０　大阪デスティネーションキャンペーン（DC）推進事業
　　全国からの誘客を図るため、府、市、堺、JR６社が協力し、万博をテーマとして全国規模の観光キャンペーンを展開していく。全国的なプロモーションを実施することにより、大阪・万博への誘客を図るほか、来場者を万博会場だけでなく、府域への周遊・滞在を促進することにより、観光需要と消費の拡大につなげる取組を進めた。
　　・事業期間：令和５年度～令和８年度（準備期間１年＋３年間のキャンペーン）
	
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	３５，０００千円
	４５，２５９千円

	決　算　額
	３５，０００千円
	４５，２５９千円


　　　　（令和６年度の総事業費：１０５，０００千円
府・市：４５，２５９千円、堺：１４，４８２千円）
　・取組実績
　　　（１）令和６年４月～６月にプレデスティネーションキャンペーンを開催。
　　　　　　大阪・関西万博の案内のほか、大阪の食、エンタメ、歴史、アート＆カルチャーな　　　　　　どのテーマおよび、堺市、北摂、河内、泉州のエリアの観光コンテンツを紹介したガイドブックを制作し、配布を行った。

　　　　　　また、JR西日本管内主要駅や私鉄各車両においてポスターを掲載した。
　　　（２）旅行商品造成・販売や観光情報の発信を図ることを目的に、全国宣伝販売促進会議（令和６年７月９日）・エクスカーション（令和６年７月10日～11日）を実施した。全国宣伝販売促進会議では、全国の旅行事業者等を対象に府内の観光情報を紹介するプレゼンテーションや府内自治体による情報発信ブースの出展、地元食材を使用した懇親会を行った。

　　　　　　また、エクスカーションでは、実際に府内の観光資源を巡り、大阪の魅力を感じて貰うエクスカーション（エリア別に５コース）を行った。

　　　（３）令和７年４月～６月に実施するデスティネーションキャンペーンの本番に向けて府内市町村と協力し、ＤＣ限定観光コンテンツ等の造成や広告媒体（駅ポスター、のぼり、ガイドブックなど）、ＷＥＢサイトの制作を実施した。
観光環境整備グループ
１　宿泊税等を活用した観光客の受入環境整備
観光地における利便性・快適性を高めるため、宿泊税等を活用し、様々な受入環境整備に関する事業を実施した。
（１）大阪駅・新大阪駅におけるトラベルサービスセンターの運営
JR大阪駅及びJR新大阪駅において、多言語での観光案内に加え、旅行時の各種相談や旅行者の利便性向上のためのサービスをワンストップで提供する「トラベルサービスセンター」の運営を行った。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	４５，６４９千円
	５０，１９１千円
	５２，４０７千円

	決　算　額
	４３，１４４千円
	４７，４８１千円
	４６，９９４千円


（1） 宿泊施設の環境整備の促進　
宿泊施設等が実施する、今後のインバウンド回復後に向けた取組として宿泊客の利便性や満足度の向上を図るための環境整備事業に対して補助を行った。（実績 宿泊施設：10件、特区民泊施設：36件、新法民泊施設：４件）
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	２０，０００千円
	２５，２００千円
	３４，０００千円

	決　算　額
	１８，００６千円
	２３，００６千円
	２１，７３２千円


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）市町村等の観光振興の支援
府域全体への観光集客の促進と地域の活性化に寄与するため、市町村等が実施する、観光パンフレット作成等の誘客促進事業や、多言語の観光案内板の設置などの観光客の受入環境整備にかかる事業に対し、補助金を交付した。（実績：12市19事業）
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	　１３，７１８千円
	　５０，０００千円
	　５８，１０８千円

	決　算　額
	　１２，３２４千円
	　４８，６６２千円
	　５０，０４３千円


（４）外国人旅行者の安全確保
　　　 
　災害時に外国人旅行者が必要とする情報を提供できるよう、外国人旅行者の安全確保や帰国支援に必要な情報を掲載したガイドラインやリーフレットを宿泊事業者等に配布した。
また、大阪市内の宿泊施設と、災害時における旅行者の受け入れ等に関する協定を締結した。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	２，３２２千円
	２，３２２千円
	２，４７０千円

	決　算　額
	１，２６４千円
	１，８７０千円
	２，０９６千円


（５）多言語メニュー作成支援システム「TASTE OSAKA」の運用
府内飲食店における外国人旅行者の受入環境を整備するとともに、大阪府を訪れた外国人旅行者が安心、快適に飲食にかかる情報やサービスを入手できるよう、府内の飲食店が無料で利用できる多言語メニュー作成支援サイト及び外国人旅行者向けの店舗情報検索サイトを運用した。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	４，３９１千円
	５，２１６千円
	５，２１６千円

	決　算　額
	４，３９１千円
	５，２１６千円
	５，２１６千円


（６）大阪駅・梅田駅周辺におけるサイン整備
多くの観光客が往来する大阪駅・梅田駅周辺エリアにおいて、来街者の利便性と回遊性の向上を図るため、鉄道事業者や地下街事業者とともに案内サインの共通ルールを策定し、このルールに基づいて実施する案内サインの整備に対し、補助金を交付した。（実績:２社）
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	６，６６６千円
	６，３３１千円
	６，５５４千円

	決　算　額
	３，４６５千円
	４，８４２千円
	５，５９７千円


（７）Osaka Free Wi-Fiの設置促進
　　　　大阪の玄関口である関西国際空港と新大阪駅から万博会場への主要導線となる鉄道駅に、国際的なWi-Fi相互接続基盤（Open Roaming）に対応したWi-Fiスポットを整備した。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予　算　額
	―
	―
	３３，５５９千円

	決　算　額
	―
	―
	３３，０２５千円


都市魅力創造局　魅力づくり推進課
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魅力推進・ミュージアムグループ

１　御堂筋イルミネーション事業の推進

　　　「大阪・光の饗宴2024」のコアプログラムとなる、「御堂筋イルミネーション2024」を実施し、大阪の都市魅力の向上を図った。

(1)点灯期間
　　令和６年11月３日（日・祝日）～同年12月31日（火）17時頃～23時
　　　　　　　 　※12月31日（日）のみ25時まで

(2)実施区間
阪神前交差点～難波西口交差点 約４km

(3)内　 容    「輝く未来へつなぐ光のシンボルストリート」をテーマに、御堂筋の全長約４㎞を街の発展や歴史を表現した7 色の光で彩るとともに、2025年大阪・関西万博の機運醸成を図るため、梅田吸気塔やなんば広場の万博カラーライトアップや、ミャクミャクと一緒に写真が撮れるARフォトフレームを実施した。また、万博の開幕にあわせて点灯し、来阪者をより魅力的な光の演出でおもてなしをするための準備を行った。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	212,962千円
	212,959千円
	326,060千円

	決算額
	208,554千円
	210,346千円
	321,449千円


２　御堂筋イルミネーション基金の管理[創設年月日 平成21年4月1日（大阪府基金条例）]
御堂筋のイルミネーション装飾に要する経費に充てる資金を積み立てるため基金を造成し、府民・企業等からの寄附金を積み立てた。
○基金の造成・運用状況
	区　　分
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	積立額
	8,185千円
	9,993千円
	6,631千円

	基金運用収入
	3千円
	5千円
	16千円

	取崩し額
	6,518千円
	6,865千円
	7,127千円

	基金総額
	14,339千円
	17,473千円
	16,992千円


３　ナイトカルチャーの発掘・創出
大阪の夜を楽しむことができるナイトカルチャーの充実を図るため、夜間公演等の実施に取り組む事業者を支援する事業として補助金を交付。令和６年度は３事業者に補助金を交付した。なお、新型コロナウイルス感染症の影響により４年度は１事業者のみ交付。５年度は継続事業の自立化などにより補助金の交付はなかった。

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	2,778千円
	1,528千円
	32,010千円

	決算額
	2,554千円
	136千円
	30,943千円


４　御堂筋の魅力創造・発信事業の実施
　大阪のメインストリートである御堂筋において、2025年大阪・関西万博のプロモーション事業と連携し、多彩なコンテンツやプログラムで大阪の魅力を広く発信する「御堂筋オータムパーティー2024」を開催した。

(1) 開催日時　令和６年11月３日（日・祝日）12時～16時頃

(2) 開催場所　御堂筋（淀屋橋交差点～新橋交差点）

(3) 内   容   トップアーティストによるダンスパフォーマンスや音楽ライブ、万博への機運を醸成するステージショーなど

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	97,100千円
	109,100千円
	226,734千円

	決算額
	96,803千円
	108,893千円
	226,348千円


５　大阪来てな！キャンペーンの実施

　　　万博を契機に国内外から大阪に訪れる方々に、府内滞在や府内周遊を楽しんでいただけるよう、大阪の観光資源を活用し、大阪市内をはじめ府内各地で市町村等と連携した集客イベント等を開催することで、集客や周遊を促進する「大阪来てな！キャンペーン」を実施した。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	300,000千円
	300,000千円
	300,000千円

	決算額
	299,638千円
	299,793千円
	299,909千円


６　【兵庫・大阪連携事業】広域観光コンテンツプロモーション事業
　　　令和５年度に造成した体験型観光コンテンツのプロモーションにより、万博来訪者の兵庫・大阪における滞在・広域周遊を促進する取組みを実施した。

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	　－　千円
	12,000千円
	5,570千円

	決算額
	　－　千円
	12,000千円
	5,477千円


７　大阪ミュージアムの推進

　　　『「明るく」「楽しく」「わくわく」するまち・大阪』を実現するため、大阪のまち全体を「ミュージアム」に見立てて、魅力的な地域資源を発掘・再発見し、磨き・際立たせ、結びつけることにより、大阪のまちの魅力を内外に発信する「大阪ミュージアム」の取組みを推進した。

（１）大阪ミュージアムの登録物

大阪ミュージアムの登録物は、府民や市町村等からの推薦に基づき、令和６年３月31日現在、1,275件となっている。
	　建物・まちなみ
	615件

	みどり・自然
	244件

	食・生活
	126件

	芸能・娯楽
	34件

	祭り・イベント
	247件

	その他
	85件

	登録物合計
	1,275件


　　　　　　　※複数のジャンルにまたがる登録物があるため、内訳の合計と

登録件数は一致しない。

（２）大阪ミュージアム事業

大阪ミュージアム登録物について、ホームページやメールマガジン、Facebookをはじめとした各SNS及び民間企業が有する広報媒体等を活用し、地域の魅力を府内外に発信した。
また、観光ガイドブック「DISCOVER　OSAKA」（日本語版・多言語版）を、府内観光案内所や宿泊施設等へ配布した。

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	12,267千円
	5,057千円
	11,404千円

	決算額
	7,824千円
	3,889千円
	11,167千円


８　大阪ミュージアム基金の管理[創設年月日　平成20年10月24日（大阪府基金条例）]
大阪の魅力の再認識及び向上並びに情報発信に要する経費に充てるため、大阪ミュージアム基金を造成し、それに要する資金を積み立てた。
○基金の造成・運用状況
	区　　分
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	積立額
	7,329千円
	6,260千円
	72,237千円

	基金運用収入
	8千円
	12千円
	26千円

	取崩し額
	7,824千円
	4,082千円
	32,483千円

	基金総額
	26,901千円
	29,091千円
	68,871千円


（※令和６年度：大阪観光招待事業（府民文化総務事業）の積立・取崩し額を含む）
９　世界遺産の保存活用

大阪が世界に誇るべき歴史遺産を次世代へ継承するとともに、大阪の都市魅力を一層向上させるため、令和元年７月６日に世界遺産として登録された「百舌鳥・古市古墳群」について、資産の保存・活用の取組みや資産の価値や魅力を国内外に発信する取組みを、大阪府、堺市、羽曳野市、藤井寺市が一体となり実施した。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	11,086千円
	11,086千円
	12,736千円

	決算額
	9,184千円
	8,019千円
	10,956千円


水と光のまち・にぎわいの森推進グループ
１　公民連携による水辺のにぎわい創出に向けた取組み

水と光のまちづくりの推進のため、水都大阪コンソーシアム（構成団体＝大阪府、大阪市、大阪商工会議所、公益社団法人関西経済連合会、一般社団法人関西経済同友会、公益財団法人大阪観光局、大阪シティクルーズ推進協議会）に対し分担金を支出した。

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	33,725千円
	33,725千円
	33,725千円

	決算額
	30,098千円
	31,909千円
	32,497千円


　
２　水辺にぎわい空間づくりの取組み

大阪・関西万博に向けて水都大阪の魅力を発信するため、海と川の結節点にあたる中之島ゲートターミナルの基盤整備を進めるとともに、万博会場と大阪市内を結ぶ舟運ルート沿いに、ウォーターショーなどの水と光を活かした魅力的なコンテンツを整備した。また、兵庫・大阪間の新たな舟運ルートの発掘・創出に向けた取組みを行った。

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	218,000千円
	93,000千円
	967,164千円

	決算額
	169,643千円
	90,142千円
	966,650千円


※都市整備部に所属替えのうえ、河川管理者（寝屋川水系改修工営所）
において事業実施したものを含む

　　　　　※ウォーターショーなどの水と光を活かしたコンテンツは、府市共同事業

　　　　　　（府負担分：241,295,100円、市負担分：241,295,100円）
３　中之島にぎわいの森づくり事業の推進

中之島の水辺をみどりと遊歩道でつなぎ、河川沿いの回遊性を高め、みどり豊かな空間の中ににぎわいを創出する「中之島にぎわいの森づくり」の取組みを行った。
	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	4,075千円
	4,075千円
	2,575千円

	決算額
	1,249千円
	425千円
	1,174千円


４　水と光の魅力創出推進事業の取組み

橋梁やシンボルツリー等のライトアップを行った。また、ライトアップの電源確保のため、高圧受電設備の開発保守管理を行った。

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	1,753千円
	1,753千円
	1,753千円

	決算額
	565千円
	777千円
	859千円


※橋梁ライトアップの電気代は、都市整備部に所属替えのうえ、

河川管理者（西大阪治水事務所）において執行（165,187円）
都市魅力創造局　国際課
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国際化推進グループ
１　国際交流の推進
　府内自治体が地域特性を生かした国際化を推進するため、府と市町村国際化推進担当課、地域国際化協会で構成する「大阪府自治体国際化推進連絡会議」を設置し、情報交換、相互啓発等による連絡・協調体制を確立。

２　国際交流推進拠点整備事業
　地方公共団体の共同事業として、海外の主要都市に事務所を設置し、現地大使館等と協力して、外国における地方行財政の動向及び地域活性化のための取組状況などの把握、地方公共団体が参加する行事等に関する現地での連絡調整、地方公共団体関係者の現地調査に対する便宜供与等を行う(一財)自治体国際化協会に対し負担金を支出した。
（負担金）

	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和6年度

	予算額
	71,000千円
	72,000千円
	82,000千円

	決算額
	71,000千円
	72,000千円
	82,000千円


３　外国人受入環境整備事業
在住外国人のための情報提供や相談等を行う「大阪府外国人情報コーナー」を運営する（公財）大阪府国際交流財団に対し補助金を支出するとともに、ウクライナ避難民を支援する「ウクライナ避難民通訳支援人材バンク制度」を運営する（公財）大阪府国際交流財団に対し補助金を支出した。また、「外国人の住みやすい大阪を考える関係機関等連絡会議」の構成員として、関係機関が一堂に集まり各種相談に応じる「外国人のための一日インフォメーションサービス」を開催した。
(1) 大阪府外国人情報コーナー
　設置場所　（公財）大阪府国際交流財団内

　対応言語　日本語、英語、韓国・朝鮮語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、フィリピン語、

タイ語、ベトナム語、インドネシア語、ネパール語、ウクライナ語、ロシア語
　　 相談件数　2,822件
（補助金）

	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和6年度

	予算額
	20,000千円
	20,000千円
	17,400千円

	決算額
	20,000千円
	20,000千円
	17,400千円


(2) ウクライナ避難民通訳支援人材バンク制度

　対応言語　ウクライナ語、ロシア語（ほか、必要に応じて他言語での対応でも支援）
　通訳件数（ウクライナ語）　０件
　　　　　（ロシア語）　　　１件

　翻訳件数（ウクライナ語）　７件
（ロシア語）　　　３件
（補助金）

	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和6年度

	予算額
	1,412千円
	979千円
	324千円

	決算額
	918千円
	379千円
	324千円


(3)外国人のための一日インフォメーションサービス
　　　第１回　　令和６年７月６日（土）（大阪国際交流センター）
　　　第２回　　令和７年１月18日（土）（大阪国際交流センター）
４　グローバル人材の育成
　大阪の国際競争力を高めるため、世界で通用するグローバル人材の育成を行った。

(1)高校生等海外進学支援事業（通称：おおさかグローバル塾）
海外の大学での学位取得をめざす府内在住の高校２・３年生を対象に、海外進学に対応できる英語力や高度なコミュニケーション力等を身に付ける講座、夏休み期間の英国・リーズ大学での短期留学に加え、受講生個々に合わせたきめ細かな進路指導や将来の活躍への意識向上などを行う総合的な海外進学支援プログラムを実施した。

※令和２・３年度においては、新型コロナウイルス感染症対策に重点的に取り組むため、事業を縮小し、英国短期留学については実施を見送った。
　　また、おおさかグローバル塾修了生で海外進学した対象者に、「高校生等海外進学助成金」を交付した。

・実施内容　５月から７月　　　　　海外進学準備講座（原則毎週日曜日、全9回）

８月　　　　　　　　　英国リーズ大学での短期留学（9日間）

９月から翌年２月　　　海外大学受験講座（原則日曜日、全11回）

・修了生数　49名
	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	39,561千円
	37,483千円
	40,083千円

	決算額
	36,248千円
	35,383千円
	38,299千円


(2)実践的英語体験活動推進事業（通称：グローバル体験プログラム）
府内の高校生・中学３年生を対象に、外国人スタッフを活用した英語による実践的な体験学習を実施した。

　　　・実施期間　５月から翌年３月

　・参加者数　2,208名（うち高校生1,899名、中学生309名）

	年　度
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度

	予算額
	7,800千円
	7,877千円
	7,877千円

	決算額
	7,800千円
	7,871千円
	7,868千円


５　外国人留学生就職支援事業

　　　府内の大学等の外国人留学生に対して、就職活動やインターンシップ、ビジネス日本語等に関するセミナーの実施や企業見学会を開催し、大阪での就職・活躍を支援した。
・実施内容　就職セミナー（20回）、企業見学会（２回）
・参加者数　延べ585人
	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和6年度

	予算額
	2,186 千円
	2,186千円
	2,178千円

	決算額
	1,293 千円
	1,704千円
	1,774千円


６　グローバル人材育成基金の管理 ［創設年月日 平成30年4月1日（大阪府基金条例）］
　世界で活躍することのできる人材の育成及び外国人留学生の受入れに係る環境の整備に資する「グローバル人材育成基金」の管理を行った。
　　
　　　基金の管理状況
	区　分
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度

	積立額
	760千円
	620千円
	500千円

	基金運用収入
	115千円
	162千円
	334千円

	取崩し額
	45,341千円
	44,958千円
	47,941千円

	基金総額
	410,109千円
	365,933千円
	318,827千円


７　災害時多言語支援事業
令和５年度まで「災害時多言語情報発信基盤整備事業」を実施し、災害時に外国人旅行者が必要とする情報を提供する災害多言語情報ウェブサイト・アプリ「Osaka Safe Travels」の運用を行った。

	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	12,993 千円
	12,993 千円
	0 千円

	決算額
	12,993 千円
	12,993 千円
	0 千円


８　移譲事務交付金の支出（旅券発給事務）
　　　大阪版地方分権推進制度に基づき、旅券発給事務の一部について移譲を受けた市町村に対して移譲交付金を交付した。

　　　令和６年度末時点で移譲済の団体数　42市町村(大阪市以外の府内全市町村)
　  　（補助金）

	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	84,312 千円
	175,333千円
	169,626千円

	決算額
	64,834 千円
	142,973千円
	150,177千円


都市外交グループ
１　来阪外国賓客等の接遇
　　大阪を訪れる国公賓をはじめとする外国賓客や在関西の総領事館等の接遇を行い、大阪の魅力を紹介するとともに、友好促進に努めた。
令和6年度における外国賓客等の来訪状況　38件
	
	年月日
	国・地域名
	職　名
	氏　名
	主な府側

対応者

	１
	R6.4.16
	EU
	大使
	ジャン＝エリック・パケ
	吉村知事

	２
	R6.4.16
	オーストリア
	大使
	エリザベート・ベルタニョーリ
	吉村知事

	3
	R6.4.22
	中国
	山東省宣伝部長
	白玉剛
	山口副知事

	4
	R6.5.17
	ベトナム
	ホーチミン市副委員長
	ヴォー・ヴァン・ホアン
	渡邊副知事

	5
	R6.5.17
	ジョージア
	大使
	ティムラズ・レジャバ
	吉村知事

	6
	R6.5.18
	台湾
	台北市長
	蔣萬安
	吉村知事

	7
	R6.5.31
	タンザニア
	大使
	バラカ・ハラン・ルヴァンダ
	山口副知事

	8
	R6.5.31
	ドイツ
	ドイツ交通委員会議員団
	　
	国際交流監

	9
	R6.6.10
	インドネシア
	中部ジャワ州使節団
	　
	今宮工科高等学校

	10
	R6.7.3
	インドネシア
	東ジャワ州政府投資促進部
	　
	国際交流監

	11
	R6.7.16
	シンガポール
	大使 兼 陳列区域政府代表
	オン・エンチュアン
	吉村知事

	12
	R6.8.8
	台湾
	嘉義市議員
	王浩
	流通対策室課長補佐

	13
	R6.8.19
	インドネシア
	東ジャワ州訪問団
	　
	国際交流監

	14
	R6.8.26
	タイ
	バンコク都庁事務次官
	　
	大阪都市計画局副理事

	15
	R6.9.2
	中国
	在上海日本国総領事
	岡田勝
	山口副知事

	16
	R6.9.2
	インド
	総領事
	チャンドル・アッパル
	吉村知事

	17
	R6.9.4
	韓国
	総領事
	陳昌洙
	吉村知事

	18
	R6.10.15
	中国　
	江蘇省社会工作部訪問団
	　
	国際交流監

	19
	R6.10.15
	オーストラリア
	万博政府代表
	ナンシー・ゴードン
	国際交流監

	20
	R6.10.17
	インドネシア
	東ジャワ州知事代理
	イワン
	国際交流監

	21
	R6.10.18
	ドイツ
	NRW州副首相
	モア・ノイバウアー
	国際交流監

	22
	R6.11.7
	韓国
	韓国文化院長
	金 蕙穗
	国際交流監

	23
	R6.11.12
	中国
	駐日中国大使
	呉　江浩
	吉村知事

	24
	R6.11.13
	フランス
	ヴァルドワーズ県経済ミッション団
	　
	国際交流監

	25
	R6.11.22
	オーストラリア
	在ブリスベン日本国総領事
	石川 勝利
	国際交流監

	26
	R6.12.11
	イスラエル
	次席代表/公使
	アサフ・セゲヴ
	国際交流監

	27
	R6.12.12
	フィンランド
	首相との夕食懇談会
	ペッテリ・オルポ
	山口副知事

	28
	R6.12.12
	米国
	米国大使
	ラーム・エマニュエル
	吉村知事

	29
	R6.12.13
	ベトナム
	外務省副大臣
	グエン・ミン・ヴー
	山口副知事

	30
	R6.12.18
	韓国
	世宗市訪問団
	　
	国際課長

	31
	R7.1.21
	バングラデシュ
	大使
	ムハンマド・ダウド・アリ
	吉村知事

	32
	R7.2.4
	オーストラリア
	大使
	ジャスティン・ラウール・ヘイハースト
	吉村知事

	33
	R7.2.10
	チェコ
	上院議長
	ミロシュ・ヴィストゥルチル
	吉村知事

	34
	R7.2.19
	パナマ
	総領事
	アレハンドロ・デ・レオン
	吉村知事

	35
	R7.3.11
	インド
	駐日インド共和国大使
	シビ・ジョージ
	吉村知事

	36
	R7.3.11
	イタリア
	総領事
	フィリッポ・マナーラ
	吉村知事

	37
	R7.3.25
	中国
	対友協会長
	楊万明
	渡邊副知事

	38
	R7.3.26
	シンガポール
	公使
	リュー・リーリン
	国際交流監


　※過去の来訪件数
　　令和 ５年度　43件

令和 ４年度　52件
令和 ３年度　22件

　　　
２　外国公館との連絡調整・行事対応など
　　国際交流を推進するため、在関西総領事館など外国公館との円滑な連絡調整に努め、行事出席対応等を行った。

　　　在関西（総）領事館　20館（19か国）
　　　在関西名誉（総）領事館　52館（50か国）　（令和7年３月31日現在）

３　在関西総領事等との意見交換会など
　　在関西総領事をはじめとする外国政府要人を通じて、大阪の魅力を広く海外へ発信するため、知事自らが総領事等に府政の重要な取組みや大阪の魅力を紹介するとともに、意見交換を毎年行っている。

○「万博を契機とした国際交流の促進」をテーマにプレゼンテーションを行った後、意見交換と交流会を実施した。（令和7年１月17日）
４　総領事館等誘致促進事業
　　大阪の国際交流機能を強化し、経済や観光分野での交流促進に資するため、各国大使等の知事等への表敬訪問時の場などを通じて、大阪の魅力をＰＲするとともに、大阪市等と連携して、総領事館等の誘致活動等を実施した。
外事費の予算額及び決算額（上記１から４まで）
	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	1,302千円
	1,302千円
	1,302千円

	決算額
	453千円
	714千円
	615千円


５　中華人民共和国上海市、江蘇省との友好交流
　　地理的、歴史的に緊密な関係を有する日中両国の相互理解の促進と地域の発展に貢献するため、昭和55年度に上海市及び江蘇省と友好関係を確立し、友好交流を行っている。
○江蘇省人民委員会社会工作部訪問団の受入れ
　　　　受入期間　令和６年10月15日（火）
　　　　団　　長　田洪 江蘇省委員会社会工作部部長
　　　　内　　容　住民自治に資する広聴制度について意見交換を行った。
○大阪府友好代表団の派遣
　　　　派遣期間　令和６年12月17日（火）～令和６年12月20日（金）
団　　長　一坂 国際交流監
　　　　内　　容　上海市外事弁公室及び江蘇省外事弁公室を訪問し、友好交流に関する意見交換　　　
及び大阪・関西万博の紹介・PR等を行った。
６　インドネシア共和国東ジャワ州との友好交流
　　昭和59年11月、インドネシア共和国東ジャワ州と「友好関係樹立に関する議定書」を交換し、友好交流を行っている。
○東ジャワ州投資促進会合への参加
日　　時　令和６年７月３日（水）
　　　内　　容　東ジャワ州・投資促進会合に国際交流監が出席し、挨拶及び意見交換を行った。
○東ジャワ州訪問団の受入れ
　　　受入期間　令和６年８月18日（日）～令和６年８月22日（木）
　　　団　　長　プルン東ジャワ州政府・地域自治局長代行
　　　内　　容　創造経済分野及びサイバーセキュリティ分野における意見交換を行った。
○東ジャワ州商談ミッション並びに商談会への参加
日　　時　令和６年10月17日（木）
　　　内　　容　東ジャワ州商談ミッション並びに商談会に国際交流監が出席し、閉会挨拶を行った。

７　フランス共和国ヴァルドワーズ県との友好交流
　　昭和62年７月、フランス共和国ヴァルドワーズ県と「友好交流に関する覚書」を交換し、友好交流を行っている。
○ヴァルドワーズ県経済振興委員会（ＣＥＥＶＯ）会長との意見交換
日　　時　令和６年７月４日（木）
　　　内　　容　日欧地域間イノベーション協力（ＩＵＲＣ）コミュニティ・オブ・プラクティス事業の一環で、来阪したヴァルドワーズ県経済振興委員会（ＣＥＥＶＯ）会長及び担当者と空飛ぶクルマ・水素・ディープテックについての意見交換を行った。
　○大阪府・ヴァルドワーズ県日仏友好コンサートの開催
　　　日　　時　令和６年10月24日（木）
　　　内　　容　ヴァルドワーズ県との友好交流事業及び「大阪文化資源魅力向上事業」の国際交流プログラムとして、ヴァルドワーズ県から「エリオス・トリオ」が来訪し、日仏友好コンサートを山本能楽堂で開催した。
○ヴァルドワーズ県訪問団の受入れ
　　　　受入期間　令和６年11月12日（火）～令和６年11月13日（水）
　　　　団　　長　ジャン・フランソワ・ブノン ヴァルドワーズ県経済振興委員会 会長
　　　　内　　容　空飛ぶクルマの推進に関する意見交換を行うとともに、在阪企業等の訪問を行った。
○ヴァルドワーズ県への訪問
　　　　訪問期間　令和６年11月25日（月）～令和６年11月28日（木）
　　　　訪問人数　４名（知事含む）
　　　内　　容　知事のフランス・パリ出張に伴い、マリ・クリスティーヌ・カヴェッキ 
ヴァルドワーズ県議会議長を表敬訪問。CYセルジーパリ大学と大阪総合デザイン専門学校のマンガ分野における連携LoI（意向表明書）締結に立ち会った。

８　オーストラリア連邦クィーンズランド州との友好交流
　　昭和63年５月、オーストラリア連邦クィーンズランド州と「友好交流に関する覚書」を交換し、友好交流を行っている。
　○大阪府英語教員の派遣
　　派遣期間　令和６年７月22日（火）～令和６年８月８日（金）
　　派遣人数　２名
　　内　　容　クィーンズランド大学での英語教授法プログラムに参加した。
　　○クィーンズランド州日本語教員の受入れ
　　　受入期間　令和７年１月7日（火）～令和７年１月21日（火）
　　　受入人数　５名
　　　内　　容　（独）国際交流基金関西国際センターで日本語研修などを行った。

９　ロシア連邦沿海地方との友好交流
　　平成４年12月、ロシア連邦沿海地方と「友好交流に関する覚書」を交換し、友好交流を行っている。現在、新たな交流事業の検討は見合わせている。

10　アメリカ合衆国カリフォルニア州との友好交流
　　平成６年11月、アメリカ合衆国カリフォルニア州と「相互協力に関する協定」を交換し、友好交流を行っている。
11　イタリア共和国ロンバルディア州との友好交流
　　平成14年７月、イタリア共和国ロンバルディア州と「合意議定書」を交換し、友好交流を行っている。
12　アラブ首長国連邦ドバイ市との友好交流
　　平成14年10月、アラブ首長国連邦ドバイ市と「友好交流に関する協定」を交換し、友好交流を行っている。
13　ベトナム社会主義共和国ホーチミン市との友好交流
　　これまでの経済を中心とする交流に加え、さらに他分野における両都市間の交流を積極的に行っていくため、平成19年10月に「友好交流に関する議定書」を交換し、友好交流を行っている。

○ホーチミン市訪問団の受入れ
　　　受入期間　令和６年５月17日（金）～令和６年５月18日

　　　団　　長　ヴォ―・ヴァン・ホアン　ホーチミン市人民委員会副委員長
　　　内　　容　大阪府副知事を表敬訪問し、今後の交流に向け意見交換を行った。
また、「ホーチミン市デーin Osaka」が大阪城公園で開催され、国際交流監が
挨拶を行った。

○「ホーチミン市第２回フレンドシップ・ダイアログ」及び
「ホーチミン市経済フォーラム2024」への参加
　　　参加期間　令和６年９月23日（月）～令和６年９月27日（金）

　　　内　　容　ホーチミン市人民委員会が主催する「ホーチミン市第２回フレンドシップ・ダイアログ」及び「ホーチミン市経済フォーラム2024」への参加招請を受け、国際交流監が出席し、現地にて、参加者との意見交換及び大阪・関西万博のＰＲ、ホーチミン市との友好交流にかかる意見交換を行った。
友好交流事業の予算額及び決算額（上記５から13まで）
	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	1,963千円
	1,963千円
	1,963千円

	決算額
	800千円
	1,394千円
	787千円


14　外国青年招致事業（JETプログラム）
　　国際化への対応の一環として総務省、文部科学省、外務省と地方公共団体が実施する「語学指導等を行う外国青年招致事業」を推進するため、（一財）自治体国際化協会との連絡調整を行った。

（負担金）
	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	1,200千円
	1,200千円
	1,200千円

	決算額
	1,200千円
	1,200千円
	1,200千円


　　
招致人数（本府関係、政令市を除く＜各年２月末現在＞）
	区　分
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	府CIR
	０名
	０名
	０名

	市CIR
	６名
	２名
	６名

	府ALT
	０名
	35名
	34名

	市町村ALT
	155名
	196名
	206名

	市SEA
	１名
	０名
	0名

	合計
	162名
	233名
	246名


（CIR: 国際交流員、ALT：外国語指導助手、SEA：スポーツ国際交流員）
※各年度内実来日者数で記載

15　青年海外協力隊等JICAボランティア事業への協力
　　（独）国際協力機構（JICA）が行っている青年海外協力隊・シニア海外協力隊等の国際ボランティア事業について、隊員募集等についてホームページに掲載するなど広報協力を行った。
国際ボランティア事業に係る大阪府出身者（新規派遣者）の表敬訪問数
	令和４年度　
	令和５年度　
	令和６年度

	32名
	40名
	58名


16　（独）日本貿易振興機構（JETRO）への派遣研修
　　国際人材育成のための取組みの一環として、同機構を通じて、国際課職員を同機構大阪本部へ派遣した。

	年　度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	予算額
	1,419千円
	9,371千円
	1,687千円

	決算額
	1,419千円
	8,816千円
	1,515千円



